
平成29年度　千葉市少年サッカー大会　5年生以下の部

日　時 2017年9月23日（土）

試合会場 エスタディオ サンフット

気象状況  天　候； 曇り  ﾋﾟｯﾁ状況； 人工芝

キックオフ

前　半

後　半

（ＰＫ）

戦　評

花見川区サッカー協会第４種委員会　技術部／伊東　雄一　

　後半終了。3-0でラルクの勝利、優勝となる。

　終始、2対1の状況を局面・局面で作り出し優位に支配したラルクの選手達に称賛与えたい。一方パサニも1人1人が局面で

負けまいと必死にボールを奪いにいく姿も見落とせない。両チームの戦いは決勝戦に相応しいゲーム内容です。

　準決勝で敗れた2チームも勝利を狙いゴールを守りボールを奪いにいき、ゴールを目指す姿勢は今後に期待できる内容でした。

　これから始まる県大会に向けて、期待できる技術があり上位も狙えると思います。

　今後の選手達の成長・活躍に期待しています。

　後半が始まりラルクが有利にゲームを進めていく。パサニは激しく体を当て攻撃を食い止め反撃のチャンスをうかがう。

　3点目をとり更に追加点を狙いに有利にゲームを運ぶラルクに対し、1点を取り返しに攻めるパサニ。攻守の切替えが早くなる。

　パサニが猛攻するがシュートまで至らず、ラルクは数的優位にボールを動かす。

　7分、パサニが自陣ゴール前でファール。このフリーキックをラルク41番元木君が狙いすまして直接シュート。追加点（3-0）

　1点を先制して落ち着いたラルク、ピッチ全体を広く使い相手を広げスペースを突く作業を繰り返す。一方パサニは失点を取り

返すために焦らずじっくり裏のスペースを取りに行く展開。

　ボールを失わずビルドアップして攻撃するラルクがチャンスを作る。17分、19分とコーナーキックで追加点を取りにいく。

19分、コーナーキックからシュート、ＧＫが弾き混戦の中から12番千種君が冷静にシュート。追加点（2-0）前半終了。

　ピッチ全体を広く使いボールを動かすラルクに対し、縦に早く裏のスペースを狙いにいくパサニ、後半の反撃に期待。

　11分、12分とパサニが反撃。13番梅澤君のシュートはファインセーブにあい得点ならず。

を下したラルクヴェール千葉（以下、ラルク）の対決で、ラルクのキックオフで開始。

- -

　前半6分、ラルクの攻撃。パサニＤＦの裏に出したボールからチャンス。ＧＫが果敢に飛び出しクリアしたこぼれ球をラルク36番

関君が落ち着てシュート、ラルクが先制（1-0）

　共に3-3-1のフォーメーションで、選手もボールも動かしスペースを作りゴールを狙いにいく両チーム、ＤＦの攻撃参加も多く

躍動感のあるゲームの中、先にチャンスを手にした1分のラルクのコーナーキックは得点ならず。

　パサニはトップにボールを集め相手陣地でゲームを進めていき、ラルクはサイドのスペースからチャンスをうかがう展開となる。

　準決勝までの雨が残るピッチの中での決勝は、Wings U-11 TOPを下したパサニオール誉田ＦＣ（以下、パサニ）と、イーグルス

決勝

10時45分

対戦チーム パサニオール誉田FC ラルクヴェール千葉

試合結果
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